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第24回
ごみ処理をめぐる負担の所在

今回は⽂学部4回⽣の⼩仲 美齢さんに「ごみ問題をめぐる負担の所在」をテーマにテキ
ストを執筆してもらい、話題提供をお願いしました。世話⼈は沼⽥ 英治 教授です。

使⽤テキストは、ごみ問題をめぐる2⼈の雑談という形式で書かれています。
談議の冒頭では、ごみ問題を通じて「公共」のあり⽅や公共の場を⽀える「⾏政」のあ
るべき姿についての議論が中⼼となりました。現在の京都市のみならず、外国や過去の
例も参照しつつ、活発な議論がなされました。

後半は映画等に⾒られる「ごみを捨てる」という⾏為の「軽やかさ」が話題となり、そ
こからさまざまな価値基準のあり⽅についても考察がなされた回となりました。

話題提供者

談議メモ

2025年1⽉11⽇
百万遍談議 開催報告

⼩仲 美齢（⽂学部4回⽣）

参加者 ： 3名
[内訳]
4回⽣3名（⽂学・農学・総⼈）




